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　社会福祉法人 誠和は、平成17年11月1日をもって創立10周年をむかえ
ることになりました。 
　私は、恩師である（財）川崎病院、（福）旭川荘、（学）川崎学園の創設
者 川u祐宣先生、そして、川崎学園2代目現理事長 川u明　両先生に
卒後45年間にわたり人生の教えをいただき今日に至っております。 
　思えば、私の福祉への思いは、1970年頃から芽生えたもので、保育に欠
ける子供達の施設建設も当時のことでありました。 
　時を経て日本の高齢社会が到来し、老人福祉事業が重要視されること
になり、施設を開設することについては、造ります10年前から、友人の利を
得て県内東南の瀬戸内海隣接を中心に地域の実情、立地の実際など慎
重に詮索しておりました。幸いにして平成5年5月、日本のエーゲ海として
知名度の高い牛窓の地が推されました。当地は、岡山市から交通は至便
であり、風光明媚で閑静、そして高齢者の集いの場所としては好適地であ
りました。 
　その後は、元田中牛窓町長を始めとしてご関係の皆様のご支援により着々
と進行し、平成7年11月1日オープンの運びとなりました。開設の福祉施設
は「あじさいのおか牛窓」を中核として地域社会に開くご高齢者のための
総合福祉事業として牛窓の地に展開することになったのであります。 
　ここに、創立10周年の記念すべき年にあたり、背後をふり向きましたとき、
1つには、行政、地域、ボランティアの皆様から大変多くの方々のご支援、お
力添えをいただき今日がありますことを心から感謝申し上げるところでござ
います。また、地域の皆様と共に歩む職員に恵まれましたことにつきまして
も、感謝であります。 
　そして２つには、10周年記念事業として本年9月1日から、総合福祉事業
に加えて、（１）新設ユニット型個室、（２）認知症対応型デイサービスに関
する２部門の増設を実行することになり暫く活動期に進むことが叶えられ
ました。この増設事業につきましては、前東原牛窓町長（現瀬戸内市助役）
の心強いご推薦と絶大なるご支援をいただき実現したものであります。 
　ここに、「あじさいのおか牛窓」は、地域の皆様と共に歩む施設として新
しい姿になりました。今や、秒進分歩のとき、21世紀に向けて私達施設職
員は一層地域に開かれ密着した総合福祉施設として、ご利用者一人ひと
りの立場を理解し、細やかな質の高いサービスに専心しなければなりません。
施設の「運営方針」に基づき施設は地域の皆様のものとして、施設を利
用されるご利用者に信頼され愛される職員になるために日々研鑽を積む
所存でございます。 
　どうか今後ともご支援ご高配賜りますようお願い申し上げましてご挨拶
といたします。 
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赤畠　健 

社会福祉法人 誠和 

理事長 

ご 挨 拶  

S A L U T A T I O N

ご利用者に愛され信頼される職員を目指して 



　「特別養護老人ホームあじさいのおか牛窓」は、平成７年１１月１日に

開所して以来、おかげさまで１０周年を迎えることとなりました。当施設を

利用される高齢者のことを一番に考え、地域に親しみ、地域に根付き、

地域のための施設として精進して参りました。また、より一層喜ばれるケ

アのために、スタッフ同士のチームワークが大切であることも常に思い描

いて参りました。 

　開設当初は、特別養護老人ホームを主体とし、デイサービスセンター、

在宅介護支援センター、ケアハウス、全４施設の体制でスタート致しました。

その中で理想と現実の厳しさを感じながら、施設利用者にとって居心地

の良い空間とは何か、そしてその人の豊かな生活とは何かを常に模索

しながら邁進して参りました。 

  その後平成１２年の介護保険の施行により時代も一変し、「社会的責

任」の重さを痛感し、個人のライフスタイルの尊重や満足を求め、「選ば

れる施設」として各種サービスの充実を図って参りました。さらにその後

の介護保険の見直しにより、その方向が一層高まり、施設としてよりよい

サービスを追求するとともに施設経営の視点からも慎重な検討が求めら

れるようになりました。 

　そして１０年目を迎え、この度の増築による施設規模の拡充により、こ

の機会を一つの節目とし、施設利用者の幸せを願い、地域貢献を考え、

新たなる気持ちでスタートしたいと考えております。 

　最後に当施設の発展にご協力頂きました皆様方に深く感謝いたしま

すと共に、今後ともご指導を賜りますようお願い申しあげます。 
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赤畠 耕一路 

社会福祉法人 誠和 

常務理事　施設長 



　特別養護老人ホームあじさいのおか牛窓が設立10周年を迎えられた

ことを、心からお喜び申し上げます。 

　貴施設の誕生は、施設入所の全てを近隣市町村へ依存していた旧

牛窓町におきましては、待ち望んでいた施設であり、今日までの10年間

牛窓町唯一の老人入所施設として大きな役割を担っていただいている

ところであります。 

　また、一方で在宅福祉事業におきましても在宅介護支援センターを中

心にデイサービス事業をはじめ、平成12年の介護保険制度への移行後

は、居宅介護支援事業、訪問介護事業も加え、在宅福祉の中心的施設

として地域に密着した総合的な介護サービス提供施設としてご尽力い

ただいているところであり、深く敬意を表する次第であります。 

　瀬戸内市は昨年の11月1日旧邑久郡牛窓町、邑久町、長船町が合併

し新たにスタートしました。現在、新市の均衡ある発展と一体感の醸成を

図りつつ「豊かな自然と歴史を活かした交流と創造の都市」の構築を

目指し、瀬戸内市総合計画及び瀬戸内市総合保健福祉計画の策定を

進めており、保健福祉分野におきましては保健医療の充実、福祉機能

の充実、高齢者福祉の充実等を図り、安全で安心なまちづくりをめざし

てまいりたいと考えております。 

　こうした中にあって、貴施設が整備を進められました特別養護老人ホ

ーム入所枠40床の増床と認知症対応型デイサービスの開設は、当市に

おきましても大きな問題となっております入所待機者の慢性的な増と認

知症高齢者の在宅ケアの問題解消に大きな効果があるものと期待をし

ているところであります。 

　どうか、設立10周年をさらなる飛躍へのステップとして、瀬戸内市民が

安全で安心して暮らせる福祉社会の実現に向け、一層のお力添えを賜

りますようお願い申し上げます。 

　終わりに、特別養護老人ホームあじさいのおか牛窓のますますのご発

展と、皆様のご健勝とご活躍を心から祈念申し上げまして、お祝いの言

葉といたします。 

 

立岡 脩二 
瀬戸内市長 
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祝 　 辞  

C O N G R A T U L A T I O N

豊かな自然と歴史を活かした交流と創造の都市 



　「あじさいのおか牛窓」開設10周年、誠にご同慶に存じます。 

　10周年を心からお祝い申し上げますとともに、地域福祉の拠点として、

牛窓地域を中心として、住民福祉の面で大きな貢献をいただいておりま

すことに対し、深く感謝をし、赤畠理事長をはじめ関係者のご労苦に深

甚なる敬意を表するものであります。 

　平成７年11月、老人福祉の充実が強く求められていました牛窓町に、

行政の要請に応えていただき、特別養護老人ホームを核とした、老人福

祉施設がオープン以来、“地域に密着し、地域とともに歩む”福祉施設

として、我々行政にとっても、地域住民にとっても、本当に頼りになる存

在となりました。 

　特に、単なる法人施設でなく、地元長浜地区を含めて、地域の方 と々

の連携や交流を大切にされてきたことは、まさに、協働の時代にふさわし

く、開かれた施設としてこの10年を歩んでこられました。 

　そのことは、平成12年度からスタートした介護保険制度にあっても、一

層の福祉行政との連携の強化のもと、地域住民に愛され、信頼される

施設として、さらに充実が図られてきました。 

　夏の納涼まつりや秋の文化祭など、地域住民との一体感の表れであ

り、多くのボランティアの方々が積極的に協力していただけるのもその証

しであると思います。 

　さて、あじさいのおか牛窓への期待は今後さらに大きくなる中、この程、

国、県等のご理解、ご支援により、特養40床の増設がされ、また認知症

対応型デイサービスが認められたことは、地域高齢者福祉のさらなる充

実となり、昨年11月１日に誕生した新生「瀬戸内市」の合併１周年を祝っ

てくれているかのようです。 

　終わりにあたり、この10周年を一つの節目として、今後とも地域福祉

の拠点として、あじさいのおか牛窓が一層の充実、発展されんことを、また、

引き続き地域交流の地域密着の施設として歩まれんことを念願し、10

周年にあたってのお祝いのご挨拶とさせていただきます。 

祝 　 辞  

C O N G R A T U L A T I O N
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東原 和郎 
瀬戸内市助役 



法人の思想 
 

１． 理念 ― 人々がそれぞれ幸福で安心して暮らしができる環

境とします。 

（１）幸せをつくります（人権と誠心） 

　利用者の施設であるために、基本的人権と自己決定

を尊重して、誠心から健やかで、生きがいのある生活を

確保します。 

（２）健全な心身をつくります（信念と介護） 

　信念をもって磨かれた知識技能者として利用者の立

場にたち、利用者中心の質の高いサービスを提供する

ことで、自立した生活を確保します。 

（３）和をつくります（伝達と共有） 

　施設は、地域住民に開放し共有します。利用者の支

援はより細やかで心が通う意思伝達とチームワークで共

生を確保します。 

 

２． 信念 ― 公正に相手の立場を理解して、触れ合い、出会

いの人 と々楽しみの仲間とします。 

　コミュニケーションで人間関係をつくります。そして話す

ことから始めて、単に言葉などで意思の伝達をするのでは

なく話を聞く人が大切なこと、自分の為になると考えながら

受け入れられることで、対話の感動が得られるようにします。 

 

３． 行動 ― 人間を尊厳し、誠意ある言行とします。 

　誠意とは、次の四行動が一体となり意を成すものであります。 

　（１）態度 ― いやみのない態度 

　（２）動作 ― きびきびした動作 

　（３）表情 ― まろやかな表情 

　（４）言語 ― 正しくやさしい言語 

 

 

法 人 理 念  

M A N A G E M E N T  P L A N
理
念 

信
念 

行
動 

社会福祉法人 誠和 

　社会福祉法人「誠和」（TRUE PEACE）が運営する「あじさい

のおか牛窓」は、平成7年（1995年）牛窓町に新しく生まれた福

祉の総合施設名であります。「あじさい」とは、幹が叢生で球状

の集散花房に四片の青から赤紫に変化する小さな装飾花を沢

山つけて、やがてその花は調和のとれた「大輪」となります。福

祉施設の丘に美しい大輪のやすらぎに満ちた花を咲かせたい

思いで「あじさい」と命名したのであります。 



生涯啓発 
 

人間として、組織人として最も大切なことであります。 

　１. 挨拶のできる人になる。 

　　・ 誠意をもって挨拶をする。 

　　・ 人の気配で挨拶の習慣をつける。 

　　・ 挨拶のない人にはより快活な声で呼びかける。 

　２. 相手の立場がわかる人になる。 

　　・ 相手の立場を自分に置き換える。 

　　（自分が病気や要介護になったとき相手に何を求めるか） 

　　・ 相手の言葉と態度で心情を掴み取り自分の心を相手に読み取ってもらう。 

　　（相互に心のベルトを掛け合い共感的理解を得る） 

　３. 明るい笑顔の人になる。 

　　・ 不満に耐える習慣をつくる。 

　　・ 不満を他の満足に置き換える。 

　　・ 不満を吐き出す。 

　　・ 不満が自分の我が儘だと気づく。 

　４. 手と足を気軽に動かす人になる。 

　　・ 積極性を身につけ自分から行動する。 

　　・ ひらめきのとき行動する。 

　　・ 弁解病から抜け出し手足を利用する。 

　　・ 対面して相互理解を得る。 

　５. 福祉施設に勤める者として、弛まない努力と研鑽を積み信頼される職員になることである。 

　　・ 自分に何が求められているかを知る。 

　　・ 自分の言行を繰り返し検証する。 

　　・ プロフェッショナルとして認められているか自覚する。 

 

この5項目を生涯の啓発として、その時を大切に送ることであります。 

 

これらが社会福祉法人誠和の基本思想であります。 
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平成5年5月19日 

社会福祉法人誠和設立準備委員会発足 

（第1回設立準備委員会会議開催） 

 

平成6年8月26日 

社会福祉法人誠和　設立認可 

 

平成6年9月12日 

社会福祉法人誠和　設立登記 

 

平成6年10月26日 

建設予定地購入 

 

平成6年12月1日 

造成工事着工 

 

平成7年3月7日 

地鎮祭 

建築工事着工 

 

平成7年10月24日 

竣工 

 

平成7年11月1日 

特別養護老人ホームあじさいのおか牛窓 開設（定員50床） 

併設　短期入所 開設（定員20床） 

 

平成7年12月1日 

ケアハウス紫陽花 開設（定員15名） 

デイサービスセンターあじさい（Ｂ型） 開設（定員25名） （牛窓町委託事業） 

在宅介護支援センターAJISAI 開設 （牛窓町委託事業） 

造成前の土地 

造成中（平成7年1月） 建築中（平成7年6月） 

沿　革 
C O R P O R A T I O N  H I S T O R Y

特別養護老人ホームあじさいのおか牛窓 

上：居室 

中：介護・看護スタッフルーム 

下：食堂 

特別養護老人ホームあじさいのおか牛窓の居室 



正面入り口付近 

上：デイサービスセンターあじさいの浴室 

ケアハウス紫陽花の居室 

　中左：台所 

　中右：便所・洗面所 

　下：和室 



上：地鎮祭 

下：建築中の増築施設 

左：増築施設ベランダから見た既設 

右：増築施設屋上より錦海湾を望む 

平成12年4月1日 

介護保険サービス事業所の指定を受ける 

特別養護老人ホームあじさいのおか牛窓（定員50床） 

短期入所生活介護事業（定員20床） 

デイサービスセンターあじさい（定員25名） 

在宅介護支援センターAJISAI（居宅介護支援事業所） 

牛窓町委託事業 

生きがいデイサービス 

身体障害者短期入所 

岡山県指定 

生活保護の指定介護機関 

介護保険サービス利用被爆者助成特定事業所 

 

平成12年12月1日 

ヘルパーステーションあじさい（訪問介護事業所）開設 

 

平成13年2月1日 

デイサービスセンターあじさい　定員増　（定員25名→定員30名） 

 

平成13年7月1日 

デイサービスセンターあじさい　定員増　（定員30名→定員35名） 

 

平成13年9月1日 

デイサービスセンターあじさい　定員増　（定員35名→定員45名） 

 

平成14年10月1日 

デイサービスセンターあじさい　定員増　（定員45名→定員48名） 

沿　革 
C O R P O R A T I O N  H I S T O R Y



増築施設 

　上：食堂 

　左下：トイレ 

　右下：洗面所 

光の差し込む 
明るい居室 

中庭の樹木 

平成16年8月16日 

岡山県より増築決定通知 

　特別養護老人ホームユニット型個室（定員40床） 

　認知症対応型デイサービス（定員10名） 

 

平成16年8月27日 

増築建設用地購入 

 

平成16年10月1日 

増築造成工事着工 

 

平成16年10月18日 

増築工事打合せ会発足 

（第1回打合せ会開催） 

 

平成16年10月22日 

地鎮祭 

増築建設工事着工 

 

平成17年8月12日 

増築竣工 



平成17年8月17日 

既設改修工事着工 

 

平成17年8月27日 

特別養護老人ホームユニット型個室及び 

認知症対応型デイサービス増築竣工式 

 

平成17年9月1日 

介護保険サービス事業所の指定を受ける 

　特別養護老人ホームユニット型個室開設（定員40床） 

　認知症対応型デイサービス開設(定員10名) 

 

平成17年9月30日 

既設改修工事完成 

 

平成17年10月8日 

創立10周年記念事業落成披露 

相談コーナーから見た中庭 

増築施設と既設を繋ぐふれあい通路 

調理室 あじさいの間 

沿　革 
C O R P O R A T I O N  H I S T O R Y



組織図  

ヘルパーステーション 
あじさい 

デイサービスセンター 
あじさい 

デイセンター 
あじさい（一般） 

理 事 長 
 

副理事長 

運営会議 各種委員会 

理事会 

評議員会 

施 設 長 
 

副施設長 

看護長 

相談員長 

ケアハウス長 

センター長 

センター長 

看護主任 

主任相談員 

介護職員 

看護職員 

生活相談員 

看護職員 

生活相談員 

介護職員 

看護職員 

生活相談員 

介護職員 

看護職員 

生活相談員 

特別養護老人ホーム 
あじさいのおか牛窓 
（特養・短期） 

ケアハウス紫陽花 

主任 

主任 

デイホーム 
あじさい（認知症） 

支援センター 
（瀬戸内市受託事業） 

主任 

副センター長 ヘルパー主任 副主任 ヘルパー 

事 務 部  総 務 課  

事務長 総務課長 事務主任 事務員 

在宅介護支援センター 
AJISAI（あじさい） 

生活相談員 

居宅介護支援 
（介護保険事業所） 

ケアマネージャー 

栄養給食部 

部　長 栄養士主任 栄養士 

調理員 

センター長 主任 

主任 

介護長 介護主任 介護副主任 

O R G A N I Z A T I O N  F I G U R E
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事業内容  

　特別養護老人ホ－ムは９０パ－セント以上の高齢者に慢

性疾患が見られます。生活の場であり急性期医療対応では

ありませんが、各利用者の病態に応じたきめ細かい適切な

観察、日常生活の状態を把握しておくことが重要であると

思います。安心して生活していただけるよう、介護職と看

護職のチ－ム－ワ－クを保つことは大切であり、お互いの

専門性や役割を尊重し、利用者にとってよりよい処遇が選

択できるようにスタッフ一同頑張っていきたいと思います。 

 

 

横山恵子看護長 

米盛恵理西館介護長 

　特別養護老人ホームあじさいのおか牛窓は、利用者が要介護状態になり、様々

な理由で在宅生活の継続が困難となった場合に、在宅に代わり食事・入浴・排泄等

の日常の生活を提供すると共に、一人で出来ないことに対して、その方の「自律心」

をそがないように、専門職が手助けを行いながら、いつまでも自立した生活を営

めることを目的としています。また、明るく家庭的な雰囲気を有し、地域や家庭と

　日々の介護場面で経験することすべてが勉強で、辛い時

にも利用者の笑顔に勇気づけられ、周りのスタッフに支え

られて今日まで成長できたのだと思っています。また同時

に経験を積み重ねる毎に介護の奥深さを実感しています。 

　介護保険法が導入され、利用者から選ばれる施設となり、

利用者ニーズが高くなる中で私たちスタッフのサービスの

質が問われます。利用者の笑顔が増え、利用者の思いの実

現と安心して生活が出来るよう、スタッフ含め、家族、地域の方々の協力を得なが

ら、さまざまなニーズに対応できる柔軟性を持ち、日々研鑽を重ねるとともに、感

謝と笑顔を忘れず取り組んでいきたいと思っています。 
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　平成7年開設当初から、利用者の家族50名が中心となって運営しています。 

家族の会の目的は、以下の3点を中心としています。 
 

①利用者の精神、健康管理について家族とスタッフが協力し、より良き生活が

営めるよう、環境の整備等援助することとしています。 

②家族同士の交流を深め、お互いのもつ問題を分かち合い、助け合うものと

しています。 

③家族、スタッフ相互の知識、教養の向上を図り福祉向上のため、地域と施設

を結ぶコーディネーターの役割を期待するものであるとしています。スタッ

フと協力して家族だからこそできる援助、協力などを行っています。 
 

　活動の内容としては、年1回の総会、第三者相談窓口への会長の出席、あじさい納

涼夏祭りへの利用者付き添いボランティアとしての協力及び運営費の援助、あじさい

敬老祝賀会への参加及び運営費の援助、交流会の開催をしています。また、テレビや

観葉植物など施設内の環境整備のための物品購入費の援助もしていただいています。 

　今後も、利用者本人、家族、スタッフが三位一体となり様々な活動をしていきた

いと考えています。 

特別養護老人ホームあじさいのおか牛窓家族の会 

　開設時より、各委員会を設置し、利用者のサービス向上及びスタッフの資質向上を

目的に活動してきました。しかし、介護保険法の施行と増築事業に備え、委員会活動

を再編することにしました。委員会の目的は以下のとおりです。 
 

①効果的かつ効率的なサービスを推進していくこと 

②法人全体の考え方の周知徹底の強化を図ること 

③事業所間及び委員会間にてより密な連携をとれるようにすること 

④事故や苦情などへの対応として、リスクを最小限に抑制できるようにすること 

⑤増築事業にむけた取り組みをより効果的かつ効率的におこなえるようにすること 
 

　そして、委員会活動を通じて、「法人内における全スタッフの意識改革」を図ってい

くものとしています。 

委員会活動  

　特別養護老人ホームあじさいのおか牛窓は、利用者一人ひとりの個性を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスに努

めています。また、安心した生活が送れるよう生活環境に配慮した生活空間作りと、地域への外出や地域交流行事等、積極的

に社会との関わりを持つことで、利用者の役割、生きがいのある生活支援に努めています。 

事業方針  

① サービス向上委員会 

② 渉外委員会 

③ 安全衛生管理委員会 

④ 防災管理委員会 

⑤ ＯＪＴ委員会 

⑦ リスクマネジメント委員会 

⑧ 苦情処理委員会 

 

運営会議 

連絡会議 

特別養護老人ホーム あじさいのおか牛窓 

の結びつきを重視した運営を行い、市町村、居宅介護支援事業者、居宅サービス事業者、他の介護保険施設、その他の保健医

療サービス又は福祉サービスを提供するものとの密接な連携にも努めています。 



　あじさいのおか牛窓を通じて社会福祉法人誠和の福祉事業にご理解とご協力を

頂いた関係者有志の協賛により運営されています。設立総会は、平成10年9月26

日に開催しました。その後、会長の招集により、年1回開かれています。主な事業内

容は、（１）あじさいのおか牛窓の行う行事（夏祭り、文化祭、敬老会、地域交流事業等）

への参加、協力（２）会報の発行（３）入所者家族の会・各種ボランティア・その他協力

団体等との親睦、協働（４）募金（寄付）活動への支援（５）その他目的達成のため必

要な事業の後援を行っており、施設の社会的認知度の向上等に役立っています。 

あじさいのおか牛窓後援会 

　利用者の生命と財産の安全を守るため、全スタッフが不測の事態に備え、日常

の中から防災の意識を持ち、防災業務を適正に行えるようにすることを目的とし

ています。 

　防災管理委員会により年4回の避難訓練を実施しています。 

　訓練の内容としては実際に日中及び夜間に火災が起きた場合等を想定し、その

時々に応じた訓練を行っています。 

　また、施設設備を使用した散水栓使用訓練、非常放送訓練、消火器使用訓練も

年1回行っています。あわせてスタッフが緊急時には施設に招集できるよう緊急

連絡網の稼働訓練も年度末に行っています。 

　なお、訓練後には内容を検証し、反省を行っています。 

防災訓練 

ボランティア及び実習生の受け入れ 

　法人では、利用者の自己実現のため、その社会資源の一部としてボラ

ンティア活動者を受け入れています。そして、ボランティア活動者の受け

入れは、施設の社会化及び地域福祉の向上も目的にしています。 

　そして、ボランティア活動者へ以下の期待をもって受け入れています。  

①利用者に地域の中で生活しているという実感を持ってもらえるよ

うに、ボランティア活動者が地域と施設との架け橋になってもらう

ことを期待しています。 

②ボランティア活動を通して、利用者の生活とのふれ合いの中でボ

ランティア活動者に心の満足を得てもらうことを期待しています。 

③ボランティア活動を通して、利用者の生活に少しでも新鮮な風を

送り込んでもらうことを期待しています。  

　また、実習の受け入れについては、社会福祉士、介護福祉士、ホームヘ

ルパーの資格取得を目指す者のため、専門職育成及び教育の場という法

人の社会的使命があると考えています。 

 



新型特養の紹介 

短期入所生活介護（ショートステイ） 

特別養護老人ホーム あじさいのおか牛窓 

小松原謙東館介護長 

　今から10年前、「特別養護老人ホー

ムあじさいのおか牛窓」の創設を経

験させていただき、再び新型特養（完

全個室）の東館の運営に関わらせて

いただくことを大変光栄に思います。 

　新型特養としての環境機能を備え

た東館が増築され、岡山県は勿論、全

国においても数少ない、住居型施設ケアサービスを提供でき

る特養となりました。利用者は個室に入居され、10名前後の

ユニットごとに台所やリビングを共有しながら家庭的な生活

空間をご利用していただけます。但し、先進的環境であるが

故に、全国においても先例が少なく、私たちが目指すべきケ

アの理想と現実との葛藤において、超えなければならない壁

がいくつも現れると思われます。しかし、西館で培われてき

た高齢者福祉における経験と東館における新しいケアモデ

ルを両輪として展開し、わが国が迎える少子高齢化時代の新

たな福祉に挑んでいきたいと思います。 

　特別養護老人ホームあじさいのおか牛窓短期入所生活介護（ショートステイ）では、利用者が要介護状態等になった場合に、

可能な限りその居宅において、その有する能力に応じて自立した生活を営めるように、一時的に生活の場を施設に移し在宅

生活の継続を図っていけれるように支援する事業所です。 

　平たく言えば「お泊まり」をしに来ていただくと言うことですが、施設に来ていただく理由は様々で、「家族の冠婚葬祭」「家

族の旅行」「介護疲れの軽減」「本人の生活環境の整備化」などが主にあります。在宅での生活と、施設にお泊まりに来たと

きとの生活が、かけ離れない様に配慮しながら支援しています。そして、お泊まりの場であっても馴染みの関係が、利用者間

及びスタッフと出来るように心がけ、残存機能の低下防止はもちろんのこと、楽しみの一つに「お泊まり」が存在してくれるよ

う、利用者の立場に立った、家族支援を考えたサービスの提供を心掛けています。 



特別養護老人ホーム延べ利用者数 

活動状況 

特別養護老人ホーム出身地別利用者数 

特別養護老人ホーム年齢別推移（毎年3月31日現在分） 
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ショートステイ延べ利用者数 

特別養護老人ホーム要介護度別利用状況（毎年3月31日現在分） 

ショートステイ利用者要介護度別利用状況（毎年3月31日現在分） 

短期入所生活介護（ショートステイ）活動状況 
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行事内容  

■ 雛祭り 

■ 花見 

■ 母の日 



特別養護老人ホーム あじさいのおか牛窓 

■ 七夕 

■ 夏祭り 

■ 父の日 



■ 園芸 

■ 外出 

■ 敬老会 

行事内容  



■ ミュージックタイム 

■ おやつレク 

■ お楽しみ会（外でお弁当） 

■ クリスマス会 

特別養護老人ホーム あじさいのおか牛窓 
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事 業 内 容  

　ケアハウス紫陽花は、平成7年12月1日に「特別養護老人ホームあじさいのお

か牛窓」の併設施設として開設しました。 

　利用者の方に自立した生きがいのある生活を送っていただくため、生活相談員、

介護スタッフが、利用者の各種生活相談及び助言、食事の提供、入浴の準備、災害・

疾病等の緊急時の対応、クラブ活動やレクリエーション等自主活動への協力、健

康管理を行っています。休日、夜間帯においては、特別養護老人ホームスタッフの

協力のもと、24時間体制での利用者の生活支援に努めています。 

　また、近年では、利用者の高齢化に伴い、介護保険の認定を受ける方も増加の

傾向ですが、在宅サービス（ショートステイ、ホームヘルプサービス、デイサービス

等）を効果的に活用しながら、できるだけ長く住み慣れた部屋での生活を続けて

いただけるよう、支援を行っています。 
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　ケアハウス紫陽花では、利用者の意志や人権を尊重し、利

用者が自由に意見を言える施設にしていくため、利用者との

話し合いの場を設けるようにしています。月に１度の運営懇

談会では、利用者に対し呼びかけや伝達事項など情報を提

供し、利用者からは施設に対する意見や改善してほしいこと

などを出していただいています。 

自治会  

　ケアハウス紫陽花では、利用者の趣味、生きがいを支援す

るため、クラブ活動を行っています。現在、利用者の希望に

応じ、手芸、料理、歌、映画、絵手紙クラブがあり、利用者の皆

様に自由に参加していただいています。クラブ活動のなか

には、ボランティアの方々に来ていただき、地域の方との交

流を図る場にもなっております。今後とも、利用者皆様の希

望に添った形で様々なクラブ活動を展開するよう考えてい

ます。 

クラブ活動  

クラブ活動の様子 

事業方針  

　ケアハウス紫陽花では、家庭的な雰囲気を重視し、利用者

の自立した生活、生きがいのある生活の支援に努めています。

　また、近隣地域との交流を図り、地域の皆様からも親しま

れる施設、開かれた施設を目指しております。母体となる「特

別養護老人ホームあじさいのおか牛窓」をはじめとする様々

な関係機関及び利用者の家族との密な連携を図り、利用者

の方に生涯にわたり安心した生活を送っていただけるよう

努めています。 

ケアハウス紫陽花 



ケアハウス延べ利用者数 
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■ 花見 

■ 散歩 

■ 外出（一本松） 

行事内容  



■ 花火 

■ 夏祭り 

■ 流しそうめん 

ケアハウス紫陽花 



行事内容  

■ 芋掘り 

■ あじさいイキイキ文化祭 

■ 敬老会 



■ クリスマス会 

■ お正月飾り作り 

■ おやつレク（ぜんざい） 

ケアハウス紫陽花 
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事業内容  

　デイサービスセンターあじさいは、介護負担の軽減と孤立しがちな高齢者の社

会関係を確保するため、平成7年12月1日にオープンしました。介護保険施行前

まで、在宅老人福祉３本柱の１つであり、地元牛窓町から委託を受けて事業を実施

してきました。開設当初は地域への知名度も低く、利用者数は1日平均10名前後

でしたが、サービス内容や行事等の充実強化を図るとともに、広報紙などでＰＲに

努めた結果、利用者数も徐々に増えてきました。 

　介護保険施行後は、介護保険サービス事業所の指定を受けて介護認定者を中

心に、生活支援、介護、心身のリハビリ等のサービスを提供しています。また、平成

12年度より介護保険対象外の高齢者を対象とした「生きがいデイサービス事業」

を牛窓町（現在は瀬戸内市）から委託を受け、地域の高齢者支援を幅広く行ってい

ます。そして、個別性を重視し、集団ケアから個別ケアを目指すため、平成16年度

初めにリニューアルオープンしました。　 

　グループ化し、趣味活動やレクレーション等の幅を広げることで、利用者一人ひ

とりに応じたサービスの提供を行って

います。 

　また、スタッフだけでなくボランティ

ア活動者との関わりにより、和やかな雰

囲気作りや趣味活動等の充実を図って

います。年に数回、園児や学生によるボ

ランティア活動や地域の方による傘踊り・

銭太鼓等の演芸が行われています。また、

定期的（月に数回）に、朗読や珠算のボ

ランティア活動者も来所されています。 
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　デイホームあじさいは、利用者数を限定し、少人数グルー

プとして顔の見える関係性を継続し、認知症の方が落ち着い

て過ごせる空間作りを行っています。 

　日常生活活動（食事・排泄・入浴等）、家事関連活動（調理・

洗濯等）、身体機能の維持、改善（散歩・体操等）、残存能力の

復活、改善（音楽・演芸等）、視聴覚的活動（映画・絵画等）の

作業療法を通して、認知症の進行及び機能低下の防止を目

指すことを目的にサービス提供しています。 

デイホームあじさい（認知症対応型デイサービス）の紹介 

　デイサービスセンターあじさいでは、要介護状態等の心身

の特性を踏まえて、その利用者が可能な限りその居宅にお

いて、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが

できるよう努めています。さらに利用者の社会的孤立感の

解消及び心身機能の維持並びにその家族の身体的、精神的

負担の軽減を図るために、必要な日常生活上の援助及び機

能訓練等の介護その他必要な介助を行っています。 

　事業の実施にあたっては、関係市町村、地域の保健・医療・

福祉サービスと綿密な連携を図り、総合的なサービスの提

供に努めています。 

事業方針  

　家族やその他地域住民に対して、介護知識及び技術を習

得させるために介護教室を開催していました。介護保険施

行後は、デイサービスセンター事業から外れたため、在宅介

護支援センターの委託事業として行っています。 

介護教室（あじさい介護教室） 

デイサービスセンターあじさい 
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利用登録者数 

活動状況  

●平成7年12月～平成12年3月（介護保険施行前） 

0

50

100

150

200

250

300

年間開所日数 

登録者数 

１１年度 １０年度 ９年度 ８年度 平成７年度 
0

50

100

150

200

250

300

（人） （日） 

一日当たり利用者数（基本事業） 
（人） 

0

5

10

15

20

25

30

１１年度 １０年度 ９年度 ８年度 平成７年度 



要介護度別利用者状況（介護保険対象者） 

地区別利用者状況（介護保険対象者） 

地区別利用者状況（生きがいデイサービス事業） 

デイサービスセンターあじさい 

●平成12年4月～平成17年3月（介護保険施行後） 
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行事内容  

■ 雛祭り 

■ つけもの作り 

■ 花見（貴船神社） 

■ 園芸 



■ そうめん流し 

■ 七夕祭り 

■ さくらの会 

■ 歌姫会 

■ 外出（大滝山あじさい祭り） 

デイサービスセンターあじさい 



■ 敬老会 

■ 寒風陶芸 

■ 芋掘り 

■ 遠足 

■ 運動会 

行事内容  



■ 新年会 

■ バイオリンコンサート 

デイサービスセンターあじさい 

■ クリスマス会 
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事業内容  

木下京子センター長 

　ホームヘルプサービスは、介護保険導入により思いつき

の援助でなく専門的な知識と技術をもって行うサービスに

大きく変化してきました。利用者のニーズに合った、利用者

の生活を尊重したきめ細かいサービスを提供できるように、

ヘルパーの質の向上を図り、利用者に喜んでいただけるよ

うに努力していきたいと思います。 

　ヘルパーステーションあじさいは、介護保険法が施行された平成12年12月1日

に開設しました。地域の高齢者に生きがいのある在宅生活を継続していただける

ように援助することを目的に事業展開しています。介護保険法におけるサービスと、

瀬戸内市からの委託事業である軽度生活援助事業のサービスを行っています。 

　住み慣れたご自宅で快適な生活を送っていただくために、調理・洗濯・掃除・買い

物等生活全般にわたる生活援助、食事・排泄・入浴等身体介護を年中無休にてサー

ビス提供を行っています。 
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　ヘルパーステーションあじさいは、利用者が要介護状態等になった場合におい

ても、可能な限りその居宅において、自立した日常生活を営むことができるように

配慮して、生きがいのある質の高い生活を支援し、利用者・家族の満足を高めるよ

うに努めています。 

　そして、地域との結びつきを重視し、関係市町村、地域の保健・医療・福祉サービ

スを提供する他の事業所との密接な連携を図り、総合的なサービスの提供ができ

るように、ヘルパーの介護技術の向上・専門性を高めることに努めています。 

事業方針  

活動状況  
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事業内容  

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
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A
J
I
S
A
I 三石哲也センター長 

　開設当初は、次々に寄せられる相談の対応とどのような

事業所を作り上げていけばいいのか試行錯誤の毎日であっ

たように思います。地域の相談窓口業務であるが故に様々

な地域住民や各関係機関との関わりをもつことができたこ

とは、ネットワーク構築が重要であること、そして、人はお互

いに助け合って生きていくものであることを再確認するこ

とができたように思います。 

　私達の使命は、利用者一人ひとりの幸せと地域住民の福祉の向上という両面を

目的にしていると思います。 

　今後の事業を展開する上で、制度改正に柔軟に対応できるだけの力を備え、ス

タッフの資質向上、専門性の更なる向上を図っていくことが、利用者やその家族

の満足度にも繋がるのではないかと思っています。 

 

　在宅介護支援センターは、在宅の要援護高齢者又は要援護となるおそれのあ

る高齢者（以下、「要援護高齢者等」）並びにその家族及び親族（以下、「家族等」）

に対し、在宅介護等に関する総合的な相談に応じ、要援護高齢者等及び家族等の

介護等に関するニーズに対応した各種の保健、福祉サービスが、総合的に受けら

れるように関係行政機関、サービス実施機関、居宅介護支援事業所等との連絡調

整等の便宜を供与し、もって地域の要援護高齢者等及び家族等の福祉の向上を

図ることを目的として事業を展開しています。 

　また、介護保険法施行後併設された居宅介護支援事業所については、要介護状

態等となった場合においても、その利用者が可能な限りその居宅において、その

有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように利用者の心身の状

況、環境等に応じて、利用者の選択に基づき、適切な保健医療サービス及び福祉サー

（
あ
じ
さ
い
） 
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実態把握  

　在宅介護支援センターについては、実態把握事業やケア

プラン作成により、1軒1軒ご自宅等を訪問しています。そし

て、利用者や地域住民の声をきき、サービス等の紹介や助言

など『個』への支援と、介護教室や介護者の交流会、地域で

の講演や相談会、学校との連携など『地域』への支援を両輪

として、「利用者一人ひとりの幸せ」と「地域社会全体の幸せ」

を目的に活動をしています。 

　また、居宅介護支援事業所においては、介護保険法施行に

伴い介護保険法の基本理念である次の5点を踏まえた事業

運営をしています。 

①高齢者自身によるサービスの選択 

②保健･医療･福祉サービスの総合的、効率的な提供 

③利用者本位 

④公正中立 

⑤要介護状態の軽減・予防重視 

　行政が地域の高齢者の実情を把握するための一つの手

段として、在宅介護支援センターに委託し行われています。

そのため、地域全体を捉え、広く高齢者の実態の把握に努め

る必要があり、行政や社会福祉協議会、相談協力員などの台

帳をもとに地域の要援護高齢者等の心身の状況及び家族等

の状況等の実態を把握する事業です。 

事業方針  

ビスが、多様な事業所から総合的かつ効率的に提供できる

ように事業を展開しています。 

 

在宅介護支援センター AJISAI（あじさい） 



家族介護者教室　実施状況 

福祉用具の展示  

　介護機器の展示、利用者の心身の状況を踏まえた介護機

器の紹介、選定及び具体的な使用方法並びに高齢者向け住

宅への増改築及び改造に関する相談、助言を行うために、広

く地域住民に福祉用具を啓発し、活用してもらえるように展

示場を設置しています。 

家族介護者教室（あじさい介護教室） 

　利用者の家族やその他地域住民に対して、介護知識及び技術を習得してもらえるように家族介護者教室を開催しています。

介護保険施行前にはデイサービス事業の一環として開催してきましたが、介護保険施行後は、在宅介護支援センターが瀬戸

内市からの委託事業として行っています。 
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在宅介護支援センター AJISAI（あじさい） 

家族介護者交流事業（あしたばの会） 

　利用者の家族等に対して、介護者相互の交流会などを開催し、家族等の心身の元気回復（リフレッシュ）を図ることを目的

に開催しています。介護保険施行前には、施設機能強化推進専門機能強化事業における介護機能強化事業として、在宅介護

支援センターが中心となり平成9年12月より開催しています。現在は、在宅介護支援センターが瀬戸内市からの委託事業と

して行っています。 

地域ケア会議  

　介護予防、生活支援の観点から、要介護となるおそれのある高齢者又はその家族等に対し、効果的な予防サービスの総合

調整や瀬戸内市牛窓町における要援護者に対する地域ケアの総合調整を行うことを目的として、瀬戸内市牛窓町地域ケア

会議を毎月開催しています。介護保険施行前は、高齢者サービス調整会議として毎月開催していました。 

　会議参加者は、瀬戸内市役所、牛窓支所、瀬戸内市社会福祉協議会牛窓支所、町内の居宅介護支援事業所、在宅介護支援

センターを中心として、必要に応じその他関係機関に参加してもらっています。 

　主な事業内容は、地域の介護を要する高齢者情報の収集と把握、在宅サービスの啓発、ネットワークのシステムづくり、困

難事例の検討などを行っています。 

 

家族介護者交流事業　実施状況 
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相談形態別件数 

活動状況（居宅介護支援事業所分を含む） 
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在宅介護支援センター AJISAI（あじさい） 

相談内容別件数（訪問） 
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　栄養給食部は、『安全』『おいしい』を目標に、食べ物というモノ

を提供するのではなく、食事という心へのサービスを利用者に感

じていただけるような給食管理、調理に取り組んでいます。 

事業方針  

栄養給食部 

　利用者にとって食べることは、生活の中でも大きな楽しみのひとつで、健康を保持するうえでもとても大切な要素です。法

人では、「食事をおいしく食べて頂けること」を第一の目標として、各利用者の嚥下状態、体調に合わせた食事を用意し、アレ

ルギー、好き嫌いにも対応できるように努力しています。 

事業内容  

　開設時から中央厨房で食事を調理し、特

別養護老人ホームあじさいのおか牛窓、デ

イサービスセンターあじさい、ケアハウス

紫陽花の３カ所に食事の提供を行っていま

す。開設当初は、厨房スタッフ総勢７名で１

日２００食程度でしたが現在では１１名、４００

食を越す厨房になりました。平成１７年度に

は新しい厨房も完成し、新たな気持ちで厨

房スタッフ一同、向上心を持って利用者に

喜んでいただける食事を作っていきたい

と思います。 



温冷配膳車　　 

　介護保険施行と共に導入し、温かい物は温かく、冷たい物

は冷たいままで衛生的に食事を提供できるようにしています。 

季節感のある食事　　　 

　旬の食材と献立の工夫で、季節を感じていただけるように

心がけています。また、利用者からの声を基に牛窓の郷土料

理なども取り入れています。施設の食事は介護スタッフにも

検食という形で喫食していただき、いろいろな角度から食事

内容を考え、栄養部だけでなく全事業所で取り組んできまし

た。 

行事食　　　 

　各行事に合わせた特別献立を用意し、利用者に喜んで頂

けるように心がけています。 

　月に一度は必ず行事食やバイキング食を実施しています。 

○ ひな祭りにはちらし寿司 

○ 花見の季節には花見弁当 

○ 七夕の天の川そうめん　など 

　また、週に一度選択食として利用者の目の前で食べたい

料理を選んでいただく機会を作っています。 

おやつレクリエーション　　　 

　介護スタッフと厨房スタッフとで協力し、利用者と一緒に

調理、盛り付けを行って、味だけでなく、五感で食べ物を感じ

ていただいています。 

　おはぎ、あんみつ、たこ焼き等、利用者も普段とは違った表

情をされ、スタッフも喜んでいます。 

栄養管理　　　 

　管理栄養士による栄養管理を行っています。また、各利用

者の疾患に合わせてエネルギーコントロールや塩分制限に

も考慮し、嚥下状態に合わせて食材の大きさ、切り方等工夫

しています。管理栄養士をはじめ、厨房スタッフ一同が利用

者の声を直接聞くために食堂での対話を心がけ、いただい

たご意見については検討し、メニューの改善に努めています。 

衛生管理　　　 

　感染予防、食中毒予防のため、細心の注意を払って調理し

ています。食材の温度品質管理、水質管理、調理員の体調管

理はもちろんのこと、食材も新鮮な物を取り入れ、利用者に

安心して食べていただける食事を提供できるよう努力して

います。 

 

食事について  



事業内容  

　外来者の受付、案内、電話対応等を行いながら、法人に関する庶務、会計経理、その他法人運営に必要な事務、介護保険法に

基づく介護給付費の請求など事務的業務を行っています。 

　平成７年１１月法人設立当時の措置費制度では、貸借対照表、収支計算書を作成していました。それから平成１２年２月１７日社

会福祉制度の大きな見直し「社会福祉基礎構造改革」により、行政処分に基づく「措置制度」から、利用者自身がサービスを選

択しかつ事業者と直接相対契約を締結する「契約制度」へと移行しました。従って選択する側にとって長期間安心して利用で

きる施設かどうかの比較、検討ができやすく分かりやすい会計、すなわち「会計基準」及び「指導指針」が制定されました。 

 

末藤和正事務長 

　事務部では、利用者のための社会福祉法人として、家族・地域の方々にご協力をいただきながら利用

者の皆様が安心して暮らすことが出来る施設経営を目指し、コンプライアンスによるリスク管理を徹底

し社会的信頼を得るよう努めています。 

社会福祉法人 誠和の人事、財務面を担当し、優秀な人材の指導・

育成並びに経営センスを持った施設運営を行い地域に信頼され

社会福祉法人として公共的使命を高めるよう努力しています。 

事務部  



　これからの社会福祉法人の経営そしてアイデンティティー

にとっては「公益性」が重要な要素であることは間違いあり

ません。公益性の高い社会福祉法人は、一般の企業以上に

意識的にコンプライアンスに取り組み、利用者そして国民の

信頼を獲得していかなければなりません。また、社会福祉法

人に民間の経営センスが求められるのも当然でありますが、

民間の経営センスと公益性は両立すべきものであり、最近

では「企業の社会的責任」（ＣＳＲ）の考え方からも窺われる

ように、企業経営においても消費者の安全や環境問題への

配慮など「儲ければそれでいい」という発想はもはや時代

遅れになっています。今日、企業を取り巻く環境や社会意識

の変化と同様にそれ以上に社会福祉法人を取り巻く環境や

社会意識の変化が著しい、つまり国民自身が社会福祉の問

題を自分自身の問題として考えるようになったということで

す。福祉サービスとはどのようなものなのか、ということを

国民一人ひとりが自分の家族や自分自身の身近な問題とし

てとらえるようになったということです。これは、社会福祉

法人が国民からより厳しい批判的な目で見られるようにな

ることを意味しています。  

　過去の老人施設における集団感染や集団食中毒の際の

社会福祉法人の不適切な対応に対する社会の厳しい批判を

見ればこのことは明らかであります。したがって、リスク管理

の発想なくして利用者のための社会福祉法人とはいえない

のではないかと思います。このようなことから、コンプライ

アンスによるリスク管理をテコに、社会福祉法人の公共的使

命を高め自立的な経営を確立すべく取り組んで参りたいと

考えています。 

事業方針  

　平成１２年３月１０日厚生労働省通達により「指定介護老人

福祉施設における会計処理について」が発表となり、より細

分化された会計処理「指導指針」に従って行うよう指導があ

りました。その後、種々論議を呼びましたが結果的には「会

計基準」「指導指針」どちらを選択してもよいことになり、社

会福祉法人　誠和では「会計基準」で処理することとしてい

ます。 

　決算書については、１施設１会計としてそれぞれに決算書

を作成し、施設毎に事業別の決算書を作成しています。 



編 集 後 記  

E D I T O R I A L  P O S T S C R I P T

特別養護老人ホームあじさいのおか牛窓 

　短期入所生活介護 

ケアハウス紫陽花 

デイサービスセンターあじさい 

　デイホームあじさい 

ヘルパーステーションあじさい 

在宅介護支援センターAJISAI 

　居宅介護支援事業所 

社会福祉法人 誠 和  
 



S t a f f

編集委員長 

 

編集委員　　　 

三石 哲也 

 

川上 眞名美 木下 京子 小松原 謙 

佐野 佳子 塩見 佳世子 柴田 みす江 

野口 佳史子 藤川 奈都子 米盛 恵理 

    （あいうえお順） 

 

　「創立10周年記念誌」の刊行をするにあ

たり、様々な活動写真やデータを収集し、整

理していく過程において、強く感じたことが

あります。それは、様々な利用者やその家族、

ボランティアの皆様、各関係機関や各スタッ

フのお力添えがあったからこそ、今日の「あじ

さいのおか牛窓」があるということです。 

　こうした皆様の協力は、「あじさい」の命名

の由来でもありますが、「小さな花」が沢山つ

き、やがてその花が調和のとれた「大輪」と

なる。これは、今日の「あじさい」を意味する

のではないかと改めて感じるものでした。 

　今後においても、利用者やその家族、そし

て地域の皆々様の更なるご協力を頂きながら、

皆様が幸福で、安心して暮らすことができる

ように、さらに美しい大輪の花を咲かせたい

と思っております。 

　「創立10周年記念誌」の刊行にあたり、ご

協力を頂きました関係者の皆様、そして、編

集委員及び様々な協力をして頂いたスタッフ

には敬意と感謝の意を表したいと思います。 

 

編集委員長　　三石 哲也 
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